
これまでは、工業向け製品が多く、年間を通しての出荷が不

安定であった。比較的安定した市場である食品分野というのに

加え、ＳＤＧｓも含めた検討で、世の中で問題視されてい

るフードロス、それによるゴミの問題にも着目し、鮮度保

持フィルムの開発に取り組んだ。新たに開発したフィルムは、

食品の劣化要因に直接作用する機能をフィルムにコーティング

することで、鮮度を保持するものであり、これにより食品分野へ

の販路展開が進んだ。
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